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所在地：淡路市 志筑 

 

 

園内の和風庭園 出典：一般社団法人淡路島観光協会ＨＰ 

旧津名町は、源義経との悲恋で名をとどめる静御前が隠れ住んだ地でもあります。静の里公園は、

戦乱の世に、悲しくも強く生きた静御前の徳を偲んで、その霊廟を中心に整備されました。 

園内には、霊廟をはじめ、資料館や茶室、宝塔などがあり多くの観光客が訪れます。また、あわじ

花へんろ第 16 番札所でもあり、園内の和風庭園には、水辺に沿ってサクラやアヤメなどが植えられ

ています。毎年5月になると、悲運の恋の後に47歳という若さで生涯の幕を閉じた静御前を弔うか

のように、紫と白のアヤメがしっとりと美しく咲きます。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道津名一宮 IC下車、県道66号線

を東に進む。車で約10分。 

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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